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審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
免疫チェックポイント阻害薬（ICI）が腫瘍細胞の免疫逃避を阻害し、がん治療において

重要な役割を果たしている。また、腫瘍に対して放射線治療を行うと照射部位のみならず

非照射病変の縮小が得られる現象は Abscopal 効果として知られている。申請者は、放射線

治療や光線力学療法（PDT）と ICI の併用が腫瘍に対する免疫応答をどのように変化させ

るかの検討を行った。具体的には、異なる照射方法（従来型 cPDT とメトロノミック mPD
T）と ICI の組み合わせが腫瘍細胞の成長抑制や免疫細胞の活性化に及ぼす影響に焦点を当

てている。 
本研究では、BALB/c マウスに Colon-26 細胞株を用いたがんモデルを作成し、左右の腫

瘍に異なる治療を施した。左側の腫瘍には PDT を、右側には ICI を適用し、両治療の腫瘍

縮小効果を比較した。結果として、ICI 単独の使用よりも、ICI と PDT の併用が腫瘍増殖

の抑制に効果的であることが確認されたが、併用する PDT の種類によって結果に差異があ

った。具体的には、cPDT との併用では、標的病変に対して高い治療効果が得られ、標的外

病変にも腫瘍の増殖抑制が認められた。一方、mPDT との併用では、腫瘍増殖抑制効果が

減少し、期待された Abscopal 効果は確認できなかった。この違いは、cPDT と mPDT での

腫瘍抗原の放出量や免疫細胞への影響が異なるためであると推測されている。 
本研究から、ICI と PDT の組み合わせ治療が、腫瘍の局所的な治療だけでなく、非照射

部位における腫瘍制御にも寄与する可能性が示唆された。しかし、その効果は使用する PD
T の方法に大きく依存するため、さらなる検討が必要であると結論づけられている。本研究

の結果をもとに、今後の研究では、PDT の最適な方法を見極め、より効果的ながん治療法



の開発が期待される。よって，本論文の学術的価値は高く，博士（医学）として合格と判

定した。 


